第４回「池袋の路面電車とまちづくり」シンポジウム

－　オーストリアのＬＲＴ及びその路盤技術の紹介　－

シンポジウム 第一部
（総合司会：池袋の路面電車とまちづくりの会 小林俊史）
13:05～13:20（資料１～４ページ）
　池袋ＬＲＴ構想の現状と課題　　　　　　　　　 豊島区都市整備部 都市計画課長 鈴木　達

13:20～13:30（資料なし）
　池袋ＬＲＴ構想の実現に向けて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊島区長 高野之夫

13:30～13:45（資料５～７ページ）
　ＬＲＴ成功の秘訣　　　　　　　　　　　グラーツ工科大学 教授 クラウス・リースベルガー

13:45～14:00（資料８～１１ページ）
　ＬＲＴネットワークのあり方　ウィーン公共交通 技術部長 エドガー・フィッシュマイスター

14:00～14:30（資料なし）

　上記４名によるパネルディスカッション（司会：交通ビジネス研究会 阿部　等）
平成17年5月27日(金)

豊島区民センター５階音楽室

　　　　 主　催：在日オーストリア大使館商務部、池袋の路面電車とまちづくりの会

　　　　 協　力：ＮＰＯ法人 交通ビジネス研究会

　　　　 後　援：豊島区、としま未来文化財団
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ＬＲＴ導入ルート案

池袋ＬＲＴ構想の現状と課題

豊島区都市整備部 都市計画課長 鈴木　達

１．建設計画関係

・計画概要

平成15年度に、池袋副都心地区を活性化させる目的で、同地区内において展開が予定、又は望まれている事業を整理した「池袋副都心再生プラン」を策定した。その再生プランの一環に、池袋副都心の玄関口であるグリーン大通りへのＬＲＴ導入計画があり、今後の検討の基礎資料とするため、ＬＲＴ導入に関する基本的な課題整理を行った。

・導入目的

1 副都心地区としてのイメージアップを図る。（「存在感のある街のシンボル」、「全国初のＬＲＴ（新設）としての先進性」等）

2 池袋駅からサンシャインシティ・東池袋方面へのアクセスを改善する。（「来街者の回遊性向上」、「アクセス手段の多様化」等）

3 ユニバーサルデザイン装置として、高齢者・移動制約者の移動支援を図る。

　・ルート概要

　　　次ページ
２．都営荒川線との関係

都営荒川線との直通化は下記により短期実現が困難であり将来的な課題と考えられるため、ＬＲＴ単体での事業運営の形態として計画する。

1 現在、都営荒川線で使用されている全ての車両が高床式車両であり、車両長,車両幅等、構造的な面の制約。

2 運行距離の延長に伴う、ＬＲＴの必要車両数の増大。

3 都営荒川線のダイヤに与える影響の調整。

３．建設費内訳

工事種別の整備量を想定し、過去の整備事例や検討事例を参考に想定した建設費単価を乗じて事業費を算出した。サンシャインルートで、事業者が建設を行い、車両基地の用地取得を行う場合、総建設費は、48億2千万円と想定した。
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	ルート
	起点
	終点
	距離

	①東池袋ルート
	池袋駅
	東池袋四丁目
	0.8km

	②雑司が谷ルート
	〃
	雑司が谷
	0.93km

	③サンシャインルート
	〃
	サンシャインシティ
	１km


· 短期的実現性、先進性等を考慮し、都営荒川線とは「当面」接続しない形態とした。

４．需要計画関係

　ＬＲＴの利用を主に「①池袋駅からの鉄道端末手段」，「②荒川線との乗り継ぎ利用」，「③路線バスからの転換利用」に分類した上で、それぞれの需要属性の母数を既存資料から想定して、それに鉄道利用率や鉄道端末としてのマストラ（公共交通）利用率を乗じることで、ＬＲＴの需要量を想定した。

・需要密度（人／日）

	ルート
	需要密度

	①東池袋ルート
	３，５９８人／日

	②雑司が谷ルート
	２，８８０人／日

	③サンシャインルート
	４，９９０人／日


　　＊開業時・最大時の区分は行っていない。

・平均運賃（円／キロ）

　１００円（移動距離に関係なく、１００円の定額）

５．収支見積もり

　運営体制（15人～17人と想定），経費単価（東京都交通局を参考に設定），運賃（100円/人）等の試算条件を設定し、現行補助制度に基づき、事業者が建設・運営（車両基地の用地取得を含む）を行うケースを想定し、開業1年目の収支条件を試算した。事業者の開業1年目の収支は、△280～383百万円/年と試算された。
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　　　　　●車両基地：開発地の床購入の場合
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国庫補助
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注１：総建設費には、車両基地の確保条件毎の費用（用地取得又は開発地の床購入）が含まれる

　　　今回の試算に含まない項目分（今回は一式3億円と設定したが、今後、増減が予想される）が含まれる�

試算に含まない項目例）

地下埋設物の改修

バスターミナル改修（サンシャインルートのみ）

道路路面表示の改修

都市計画決定等の諸手続き

・・・等々

注２：路面電車走行空間改築事業，都市再生交通拠点事業，

　　　 公共交通移動円滑化事業の適用を想定�

注３：国庫補助の地方負担分及び試算に含まれていない項目分を、すべて地方（区）の負担と想定


６．導入における課題

・財政的な課題

1 建設資金の調達方法（建設費：区負担7.6～7.8億円、事業者負担約36億円）

2 運営収支（△2.8億円～3.8億円）に対する支援方策（官・民を含む）

・それ以外の課題

1 自動車交通への影響

　（ＬＲＴ敷設道路の車線数減少による混雑度悪化、周辺道路への影響）

2 車両基地の確保

　（商業地区内で完結するため、用地確保の制約条件が多い）

3 運営体制の検討

　（公設民営方式、ＰＦＩ方式、民間による運営支援方式等）

4 需要の確保・精査

　（短距離交通システムとしての利便性向上による需要の確保・精査）

5 区民合意の形成

　（地元関係者・議会等への情報提供等、合意形成に向けた取り組み）
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平成17年5月27日 第４回「池袋の路面電車とまちづくり」シンポジウム








